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し十周年記念式、産婦人科新設
昭和34年10月10日には病院開設十周年記念式を行い、佐々理事長、小宮学長
その他大学幹部列席のもとに永年勤続者を表彰した。
昭和34年10月l目、開設10周年記念を兼ね、旦又町の要望にもこたえて、第
2病棟を改造して産婦人科（外来及病床10床）が新設された。斉藤成一博士が
産婦人科講師全科長として東京医科大学病院より派遣された。産婦人科々長は
その後前島昭二博士、喜納進博士、宮野 誠博士に交代した。
昭和35年～36年には昭和26年に購入しであった霞台の土地に医師用住宅5棟
を新築した。
昭和35年9月より 1ヶ年間中西院長は米国エール大学ポール教授に招かれて
留学したので額賀外科々長が副院長となり、院長不在中院務を代理し、芦沢真
六助教授が内科診療を担当し、長村教授が出張診療を行った。
躍進
昭和37年 1月1日中西院長は教授に、全年 3月1日額賀副院長は助教授に昇
任した。この後霞ヶ浦病院は飛躍的に発展し、従来年末の支払いに困難を感じ
て居た苦境を脱し、昭和37年度歳入予算5840万円に対し全年度歳入決算8144万
円であった。
昭和37年秋第3病棟の大改造が行われた。
看護婦の不足は深刻であったので、昭和37年から看護婦の養成を計画し、生
徒募集を開始した。生徒は土浦市医師会附属准看護学院にその教育を委託した。
昭和39年には将来准看護婦養成所の設置を企図して全年10月鉄筋2階建168坪
の寄宿舎の建築に着工し翌40年4月その落成を見た。之の建物は将来4階まで
増築する様に設計されてある。
昭和39年10月関東財務局に固有財産弘い下げの申請をした。既に昭和31年に
は関東財務局より払い下げ申請の勧告があったのであるが、当時大学当局は財
政事情からこれを受けることをしなかった。
労働組合結成
昭和37年職員の親睦団体和交会が生れたが、昭和39年9月東京医科大学霞ヶ
浦病院労働組合が結成された。迂余曲折があったが現在労使協調の実をあげて
病院発展のために努力して居る。
昭和40年10月伊藤事務長は停年退職し、来田喜三郎が事務長に就任した。
従来当院使用水は隣接日本資糧株式会社敷地内にある旧軍施設の井戸水を共
用して居たが、衛生的見地その他から昭和41年病院敷地内を掘さくして自家用
水とした。昭和42年3月には職員用住宅用地として、阿見町曙町に300坪を買
収；した。
昭和42年より東京医科大学同窓会茨城県支部事務局を当院内におくこととな
った。
診療協力
当院は開設以来終始当地方の保健衛生、診療にも協力し、学校医を兼ね、又
高層気象台、茨城大学農学部、協和醗酵土浦工場、日本資糧茨城工場、三昌樹
脂土浦工場の診療を担当し、陸上自衛隊土浦地区駐屯部隊の診療にも大いに協
力して来た。
現況
当院の診療科目は現在内科、小児科、外科、整形外科、産婦人科、耳鼻咽喉
科、放射線科で、昭和42年度の入院患者数1日平均144名、外来患者数1日平
均170名、職員数92名である。敷地総面積10,451坪、総建坪2,488坪である。
年度予算の推移
参考までに年度別予算の推移を示して見ると次の如くである
年度 経常臨時歳入予算合計
2 5年 7 ,536 ,125円65 
2 6 15 ,053 ,403 .oo 
2 9 40 ,233 ,400 .oo 
30 43,132,000.00 
3 I 43 ,906 ,000 .00 
3 2 32 ,575 ,000 .00 
3 3 31 ,912 ,000 .00 
34 30 ,4 91 ,000 .oo 
3 5 37 ,057 ,000 .00 
3 6 46,798,000.00 
3 7 58 ,401 ,000 .00 
38 78 ,198 ,000 .00 
3 9 106 ,466 ,000 .oo 
4 0 113,972,000.00 
4 1 1 2 3 ' 6 6 2 ' 0 0 0 . 0 0 
4 2 200 ,327 ,000 .00 
昭和43年度の歳入歳出予算額は遂に200'155,250円を計上するに至った。
